
〈 小学 校 社 会 部 会 〉

研 究 主 題

社 会 的 事 象 の 意 味 を主 体 的 に考 え、公 正 に判 断 す る力 を 育 て る社会 科 の 学習 指 導
一個 に応 じた発 展 的 な学 習 と補充 的 な 学 習 の研 究 開発 を通 して 一

研 究 の 概 要

児 童 一 人 一 人 に対 して 、社 会 的事 象 の意 味 を 主体 的 に考 え 、公 正 に 判 断 す る 力 を 育

て るた めの 個 に応 じた発 展 的 な 学 習 と補 充的 な 学習 の 指 導 の在 り方 に つ い て研 究 開 発

を行 っ た 。 そ の 結 果 、特 に 、個 に応 じた発 展 的 な 学 習 に つ い ての 「指 導 モ デ ル 」 を 開

発 し、実 践 に よっ て そ の効 果 を検 証 す る こ とがで きた 。

1研 究 の 目 的

社 会 科 の究極 的 な 目標 で ある 「公 民的 資 質 の基 礎 」を養 うた め には 、児 童 一 人一 人 が、

社会 的事 象 の意 味 や 特色 、働 き につ い て 主体 的 に考 え 、公 正 に 判 断す る力 を確 実 に 身 に

付 けて い くこ とが重 要 で あ る.

本 研 究 で は 、 この よ うな 社会 科 の 特 質 を踏 ま え、 個 に応 じた発 展的 な 学習 と補 充 的 な

学 習 を 、 「社 会 的 事 象 の意 味 を 主体 的 に考 え、 公 正 に判 断 す るカ 」 を育 て るた め の 学 習

と して位 置 付 け、 特 に 、個 に応 じた 発展 的 な学 習 の 指 導 の在 り方 を 中心 に して研 究 開発

を行 う。

皿 研 究 の 方 法

1「 社会 的事 象 の意 味を主体 的 に考 え、公正 に判 断す るカ」 を育 て るた めの個 に応 じた発

展的な学習 と補充的な学習の指導の在 り方を明 らかにする とともに、特に、個に応 じた発展的 な

学習 についての 「指導モデル」 の開発 を行 う。

2検 証 授 業 を行 い、 児童 の反 応 を も とに個 に応 じた 発 展 的 な 学 習 と補 充的 な学 習 の指

導 の有 効性 に つ い て考 察 す る。

皿 研 究 の 内 容

1社 会 科 の特 質 を踏 ま え た.個 に 応 じた発 展 的 な 学 習 と補 充 的 な学 習 の 指 導の 在 り方

(1)基 本 の学 習 と個 に応 じた発 展 的 な 学習 、補 充 的 な学 習 の と らえ方

基 本 の 学 晋 O学 習指導要領に示す内容やその取扱いに基づき、単元の基礎 ・基本を身に付ける学習

発展的な学習 O単 元 にお ける藩本の学 習の評 価規 準 に照 ら して、「十分満足で きる状況(A)1

の 児童 に対 して 、 よ9一 層 、社 会的 事象 の意 味や特 色、働 きを主体 的 に考 え

る力を高 め るた め に、学習指導 要領 に示 す 内容 をよ り深 める学習や 、 さ らに

進んだ 内容 を扱 う学習

補充的な学習 O単 元 にお け る基本 の 学習 の評価 規 準に 照 ら して 、「お おむ ね満 足 で き る状況

(B)」 に 至 らない児 童 に対 して 、社 会 的 事象 の意 味や特色 、働 き を主 体 的

に考える上で必要な 「具体的なことが ら(事 実)」 を確 実に理解するための学習

(2)個 に応 じた 発 展 的 な学 習 と補 充的 な 学 習 の 単 元 に お け る位 置付 け方

発 展的 な学 習 と補 充的 な学習 は、一 斉にす べて の児童 に取 り組 ませ る学習 で は な く、
「学習到 達度 の違 い 」や 「学 習速度 の違 い」 といっ た個 人差 を考慮 して行 われ る も の

であ る と と らえた。 そ のた め、 特 に、発展 的 な学 習 につ い ては、① 学習指導 要領 に示

す基礎的 ・基本的な内容の確 実な定着を図っ た上で行 うこと、さらに、②学習速度 も速 く、

限 られ た時間の中でも十分に取 り組む力がある場合 に行 うことをその要件として、次のよ うに

単元に位置付けることを基本的な考え方とした。

単元に おける発展的 な学習 と補充的 な学習の 位置付 け方
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巌rお お む ね 満 足 で き る状 況{B)1の 児 童 に 対 して は 、 教 師 が 、児 童 の 「学 習 到 遠度 の 違 い」 や 「学 習 速 度

の違 い 」 を考 慮 して、発 展 的 な学 習 か補 充的 な 学習 の どち らの学 習 を行 うか にっ いて 判断 した。
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(3}個 に応 じた発 展 的 な 学 習 と補 充 的 な 学 習の 構 想

①個 に応 じた発 展 的 な 学 習 につ い て

より一層、社会的事象の意味を主体的に考え、公正に判断する力を高めるための発展的な学習 とし

て、次のような3つ の 「指導モデル」を構想 した。

発展的 な学習の指導モ デル 学習 の意図

学 習指導要領 転 移 ・応 用 させ 0基 本の学 習 で扱 った教 材(事 例)か ら獲 得 した社 会 的 事

に 示す 内 容 の る諾 展的な学 習 象 の意味 を、他 の 教材(事 例)に も適用 して転 移 ・応 用

範 囲 内 で 行 う (生 かす発展) す る こ とで、 よ り一層 、社 会 的事象 の意 味 を主 体的 に考

発展的な学習 え、公正 に判断 す る力 を高 める.

追 究 す る 視 点 を O基 本の学 習 で扱 った教 材(事 例)に っ いて 、新 た な追 究

広 げ る発 展 的 な の 視点 を加 えて 追 究 し、 よ り多 くの 「具 体的 な こ とが ら

学習 (事 実)」 か ら概 念 化 を 図 る こ と で 、 よ り 一 層 、 社 会 的 事

(広げる発展) 象の意味 を主 体的に考 え、公正 に判断す る力 を高め る。

学習指導要領 知 餓 を増 や し、 O基 本の学 習 で扱 った教 材(事 例)の 他 に、学習 指 導要 領

の 範 囲 を超 え 関連 性 を考 え る の 範囲 を超 え て いる教 材(事 例)を 追 究 して、 新 しい知

た 内 容 を 取 り 発展的な学習 識 を増や す と ともに 、基本 の 学習 で獲得 した社 会 的事 象

扱 ラ発 展的 な (つ なげ る発展) の 意 味 と の 関 連 性 に つ い て 考 え る こ と で 、 よ り 一 層 、 社

学習 会的事象の意味を主体的に考え、公正に判断する力を高める。

② 個 に 応 じた 補 充 的 な 学 習 に つ い て

基 本 の 学 習 に お い て 、 「お お む ね 満 足 で き る 状 況(B)」 に 至 ら な い 児 童 に 対 し

て は 、 社 会 的 事 象 の 意 味 を 主 体 的 に 考 え る 上 で 必 要 な 「具 体 的 な こ とが ら(事 実)」

を確 実 に理解 させてい くことが重要であると考 え、基本的には次のよ うな学習を行 うことにした。

O基 本 の学 習で 扱っ た教材(事 例)に つ いて 、設 定 した基 本的 な追究の視 点 に基づ い て繰 り

返 し調 べ る活動 を行 い、教材 構造 図に示す 「具体的 な こ とが ら(事 実)」 を確 実に理解 す る

ようにす る。

0教 材 構造図 に示す 「具体 的な こ とが ら(事 実)」 の理 解 を補っ た上で、再度、社会 的事 象 の

意 味を考え るよ うにす る。

2個 に 応 じた 発 展 的 な 学 習 の 指 導 モ デ ル の 具 体 例

(1)転 移 ・応 用 させ る発 展 的 な 学 習(生 か す 発 展)の 指 導 モ デ ル

〈 実 践 事 例1第3学 年 単 元 名 「わ た した ち の ま ち の お 店 で 働 く 人 」 〉
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(2)追 究す る視 点 を広 げ る発 展 的 な学 習(広 げ る発 展)の 指 導 モ デル

〈実 践 事例2第3学 年 単元 名 「わ た した ち の ま ち の 工場 で働 く人 」 〉
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(3)知 識 を増 や し、 関連 性 を考 え る発 展 的 な学 習(つ な げ る発 展)の 指 導 モ デル

〈実 践 事 例3第6学 年 単 元名 「世界 に歩 み 出 した 日本 」 〉
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IV指 導 事 例

事 例1

転 移 ・応 用 させ る発 展 的 な 学 習 く生かす発展〉と繰 り返 し調 べ る補 充 的 な 学 習 を 取 り入 れ た 事 例

一一箪3学 年 単元名 「わた したちのまちのお店で働 く人」(13時 間〕

1単 元の 目標

地域の販売 に見 られ る仕 事の特色 について関心を もって意欲的 に調べ 、販売の工夫や 自分

た ちの生活 とのか かわ りについて考 える とともに、それ らの仕事 は、原料 の入 手な どの面 で

他 の地域 と深 く結び付 いている こ とを理解す る。

2単 元の観 点別評価規準

社会的事象への関心・意欲・態度 杜 会 的 な思 考 ・判 断 観 察 ・資料 活 用の 技 能 ・衷現 社会的事像 にういての知隙 ・理解

O地 域 の 販 売の仕 事 や 、 その O販 亮 の 仕 事 に携 わ る O販 売 の仕 事 に携 わ る人 の O販 亮の 仕事 に は特 色 ボあ り、

仕事に携わる人の様子に関 人は 、消 費 者 の願 い に 様 子 につ いて 、追 究の 視 消 費 者 の 晒 い に 対 応 す る た

心 を もち 、意欲 的 に 見 学L 対 応 しな が ら 工 夫 し 点に 沿 って 調 べ る。 め に様 々 な 工 夫 を して い る

た り調 べ た り し よ う とす た り、自分 た ちの 生活 O見 学等で調べた内容を発 こ とや 、他 の 地域 と結 び付 い

る 。 を 多 くの 面 で 支 え た 表 し た り 、 ワ ー ク シ ー ト て い る こと、自分 た ち の消 費

り して い る こ と に つ に整 理 した り して 分か り 生 活 が 支 え られ て い る こ と

い て 考 え る。 や す く表 現 す る。 を理 解 す る。

3単 元の基本の学 習 と発展的な学習 、補充的 な学習の展開 の概要

基 本 の'学習(9時 間)

① 学 区域に あるE豆 腐店 の販 売の様子 に着 目 して学習問題 を設 定す る。(3時 間)

学晋問題:E豆 腐店は、おいしい豆腐を食べたいお客さんのために、どのようにして売っているのだろう。

②E豆 腐店 の迫 究の視 点を明確 に して 、学習計画 を立て る。(1時 間)

ア 豆腐をどのような材輯で、どのようにつくうているのか。(材料の轄還)

イ おいしい豆腐をおいしいままに売る工夫は何か。(鮮度の維持)

ウ おいしく見せる並べ方の工夫は何か。(陳列の工夫)

工 たくさん売るための工夫は何か。{売り方の工夫)

オ 気を付けていること1ま何か。(衛生管理)

③E豆 腐 店 を見 学 した り、 ビデ オ 資料 を活用 した り しな が ら調 べ る。(2時 間)

④ 調 べ た こ と を発 表 し合 い 、販 売 の 工 夫 に つ い て整 理 し、 働 く人 の思 い を考 え る。(1時 間)

⑤E豆 腐 店 のH・ さん の話 を 聞 き 、働 く人 の 工夫 や 努 力 に つ い て 考 え る(1時 間)

⑥E豆 腐 店 のCMづ く りを して 、 これ ま で の学 習 の ま とめ をす る。(1時 間)

評価1=基 本の学習における観点別学習状況の評価の総括を実施する。

◆「十分満足できる状況(A)」「おおむね満足できる状況(B〕」f努'力を要する状況{C)」と判断する瞭に重視する評価の視点

A:E豆 腐店のCMで 、消費者の噸いに応じた販売の工夫ということが概念化できている。{発展的な学習へ)

B:E豆 腐店の販売の様子について追究の視点に沿って調べることができているが、概念化は不十分である。

〔発展的な学習、または、補充的な学習へ)

C:E豆 腐店の販亮の様子について調べていない追究の視点があったり、講べた内容が不十分であったりする。

{補充的な学習 へ)◇ ◇
発展的な学習(4時 間) 補 充的な学習(4時 間)

概要:cコ ン ビニ エ ンス ス トア の 販 売 の 工夫

につ い て調 査 活 動 を行 う。

概要 、基本 の学 習にお いて設 定 した追 究 の視 点

に基 づ い て、再度 、E豆 腐店 の調 査活 動

を行 う。

①cコ ン ビニ を調 べ るた め の学 習 問題 を設

定 し、追 究の視 点 を明確 にす る。(1時 間)

①基本の学習 におけるE耳 腐店の見学 ・調査で不

十分だ った追究の視点を明確にする。(1時 間)
'、

学 習 問 題:Cコ ンビニエンスス トアで は 、どの よう

な工 夫 をして売 ってい るの だろう。

「 、

活動目標=基 本の学習のア～オの追究の視点につい

、 て不十分なものを調べよう。 」、'

②cコ ン ビ ニ を 見 学 し て 調 べ る 。(1時 間)

③ 調 べ た こ と を 整 理 し て 、Cコ ン ビ ニ のCM

づ く り を す る 。(1時 間)

④ 地 域 の 店 の 自 慢 キャッチル ーズ を つ く る。(1時 間 〕

②E豆 腐 店 の 見学 ・調査 や 豆 腐 づ く り体 験 を行

う。(1時 間)

③ 再度 、E豆 腐 店のCMづ くりをす る。(1時 間)

④E豆 腐 店 の 自慢キャッチルーズ をつ くる。(1時 間)

評 価2=発 展的な学習と補充的な学習における観点別学習状況の評価を加味して、単元の評価の総括を実施する,
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4発 展的な学習 と補充 的な学習 における児童の反応 と評価 の実際

(1)発 展的 な学習 にお けるA児 の学

ヘ

プ

H基 本の学習H

」

『

r評 価1一

置作 品 分 折

(知識 ・理 票)

<一 の 部 分>

O見 学 の視 点 に 沿

って 具 体的 に販

亮の 工夫 の様 子

を とらえて いる。

偲 考 ・判 断)

〈=の 部 分>

O消 費 者 の覇 い に

応 じた販売 の 工

夫 とい う こ とが

概 念 化 で き てい

る、

■=

1発 展的な学習1 r評 価2・

■作 品 分 析

(知識 ・理 解)

<一 の 部 分>

O基 本 の 学 習 に お け る

E豆 腐 店 の 遍 究 の 視

点 を生 か して 、Cコ ン

ビ ニ ェ ン ス ス トア の

消 費 者 の 顧 い に 応 じ

た 販 売 の 工 夫 に つ い

て 具 体 的 に と ら え て

い る。

偲 考 ・判断)

<呂 嵩 の 部 分>

OCコ ン ピ ニ エ ン ス ス

トア 以 外 の 地 域 の 店

を 自分 で調べ 、 地域 の

店 が 消 費 者 の 願 い に

応 じた 販 売 の 工 夫 を

して い る こ と を と ら

え、基本 の 学習 で学 ん

だ こ とを転 移 ・応 用 さ

せ て 、概念 化 で きて い

、 る。

」

〈9時 間 目〉

◆まとめの作 品 づくり

(E豆 腐 店のCM)

わ た し(豆 腐店 の

主 人)は 、圭1い しい

〈4時 間 目 〉

◆まとめの作 品(Cコ ンビニのCM)

うち 〔コン ビニ の主 人)で は 、

お 客 さん のた め に い ろ い ろな

A

イ

」

工夫 を してい ます 。(中 略)そ

もの を食 べ た い 人 れ にア イ ス な どは 冷 た い と こ

の た め に 工夫 を し ろ、肉 まん な どは温 ま る とこ ろ
1

竺 。お客さん
が 買 うまで血赴

水 で豆腐 を冷や し

におい て い るの で 、お い しいま

ま買 っ て も ら う こ とが で きま

コL。(後 略)
◇地域の店の自慢キャッチフレーズ工 います。測 ζ

が りもい い もの を どんなお客さんにもさいてきな

わた しのまちのお店 ぴ.鮫 ⊆い ます。 とて

も 味 に は 自信 が あ

ります、そ して、お一

客 さん が見 や す い

,1

★ 基 本 の 学 習 の

評 価 の 総 括

O観 点 別 学習 状況

の評 価 にお い て

「十 分 満足 で き

る状況 」で あ り、

消 費 者 の願 いに

応 じた 販兜 の工

夫 に つ い て概 念

化 で きて い る た

め、 発 展的 な学

習 に 進 む こ とが

有 効 で あ る と判

断 した 。
L _』

理 由:わ た しの ま ち のお店 は、

お客 さんのた めにいろい ろな

工 央 を して い ます。例 え ば、

よ う に 、店 の 前 に が ,

物
の 置き方 や 並ぺ 方 、サ ー ビスの

仕方 、施設 の 工夫 、そ して、お

客 さん を とて も よい 気 分 に さ

せ る工夫 を して い ま した.

◆単 元 の学 習後 の 感想

もっ と 、ま ちのお 店 を見学 し;

た い。どのお 店 もお 客 さん の こ

とを考 えて 工夫 してい る、

ん も ど きや 油 揚 げ

を並 べ てい ます。き ト

れ い な 手 で 作 っ て,
司'★単 元 の 評 価 の 絶 括

O発 展 的 な 学 習 を した

こ とで 、他 の店 に も輿

味 ・関 心が広 が っ て い

る こ とが うか が え る。

、{学 習感 想か ら)」一

い るの で、お 腹 を こ

わ す こ と もあ り ま

せ ん。ぜ ひ、一個 で

も買 っ て くだ さい。

一 倉
発展的な学習での蜘 働きかけゴ 、

・Cコ ン ビニエ ンス ス トアの店 舗 の写真 を見せ て、店 の概 要 を想起 させ る。

、 ・Cコ ン ビニエ ンス ス トアの追 究 の視 点 を考 え させ る際 に、E豆 腐 店 での学 習 を振 り返 らせ る。.

(2)補 充的な学習におけ るB児 の学 び

〈9時 間 目〉

◆まとめの作 品づくり'

(E豆 腐 店のCM)

わ た しの店 には 、

この前 、子 ど もた ち

が 見学 に来 ま した。

私 が 豆 腐 を プ レゼ

ン トした ら 「おい し

か っ たです 。」 と電

話 を くれ ま した.こ

ん な お い しい 豆 腐

を食 べ て み ま せ ん

か。

評 価1

■ 作 品 分 析(思 考・判断}

Oま とめ の作 品 に は、情

意 面 だ け が 表 れ て い

て 、具 体 的 な販 売の 工

夫 には ふれ てい ない。

■ ワー クシー ト分 析

(枝能 ・表現)

O基 本 の 学 習 で 股 定 し

た追 究 の 視 点 を 十 分
・に調 べ られ てい ない

。

★ 基 本 の 学 習 の 評 価

の 給 括

Oこ の 時 聞 ま で の 評 価

につ いて は 、 「努 力 を

要す る状 況 」であ るた

め、補 充 的 な学 習 に進

む こ と が 有 効 で あ る

と判断 した。

[〉

補充的な学習での教師の働 きかけ

隔 充的な学剖
〈4時 間 目〉

◆まとめの作品づくり

{2回 目の見学・調査を鰭え

てつくったE豆 腐店のCM)

うちはね、日本産の大豆

を使 っています、迦 三

入れ てお 客 さんが来 るま

」

「

・ 評 価2・

■作 品 分 析

{知識 ・理解)〈 一 の 部 分 〉
'IOE豆 腐 店 の 売 る た め の 工

夫 に う い て、具体 的 に と ら

え て 記 述 す る こ と が で き

てい る。

偲 考・判断}〈 零 の 部 分>

O「 お客 さんが 来 るま で」 と

記述 してお り、販売 の 工 夫

を お 客 さん と の っ な が り

で 考 え る よ うに な っ て い

る。

エ冷や しています。函』⊇.旦

で も 、品 物 が よ く見 え る よ

う に ラ イ ト も つ け て い ま
ll

★単 元 の 評 価 の 紐 括

O売 る仕 事 の 工 夫 を 具 体 的

に と ら え る こ と が で き た

の で 、 「お お む ね 満 足 で き

る状 況 」 と判 断 した。
L

す 。ポ ス タ ー も は っ て い ま一

す 。み ん な 力弍買 い に 来 る の一

を 待 っ て い ま す 。
巳

(廿
・児 童 と個別 に面談 を し、十 分 に調 べ る こ とが で きてい な い迫 究 の視 点 を明確 に して伝 え る。その

際 、E豆 腐 店 の販 売の 工夫 を整 理 した 資料 を提 示 して 、追 究す べ き内容 を具体 的 に知 らせ る。
・E豆 腐 店 の豆腐 づ く りを体験 させ 、実感 を もって理 解 で き るよ うにす る。
・見 学 の際 には 、同 じ追 究の視 点 を 調べ る児 童 をグル ー プ に して 、 目的意 識 を高 め る よ うに す る。
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事例2

追究する視点を広 げる発展的な学 習 く広げる発展〉と繰 り返 し調べる補充的な学 習を取り入れた事例
一 策3学 年 単元名「わたしたちのまちの工場で働く人」(14時間)-

1単 元の 目標

地域に ある工場を調べ、地域 の生産活動 の様子や働 く人の工夫や努力 に気付 くと ともに、

それ らの仕事は原 料の入手や製 品の販 売 ・輸送 な どの面で他地域 と深 く結び付い てい ること

や 、製品がわた したちの生活 に役 立 っているこ とを理 解す る。

2単 元の観点別評価規準

社会 的事象^の 閲心・意欲・糧度 社 会 的 な 思考 ・判 断 観 察 ・姿料 活 用 の 益能 ・表 現 社会的事象 にっいての知識・理解

O工 場の仕事や型品に関心 O工 場 の 仕 事 の 様 子 に O工 場の仕事の特色や製品 O工 場 の 仕 事 の特 色 や 働 く人

を もち、製 品の 生産 の横 子 つ い て 見 通 し を も っ と他 地 域 との か か わ りに の 工夫 や努 力 を理解 す る。

や材 料 の 入手 、販 売 の 方怯 て 追究 し、工 場 の仕 事 つ い て 見学 した り調 べ た 0製 品 那 自分 た ち の 生 活 に 役

な ど の 工 夫 につ い て 意 欲 の 特 色 や 働 く 人 の 工 り して 、調 べ た過 程 や 姑 立 って い るこ とを理 解 す る。

的 に調 べ よ うとす る。 夫 や努 力 を考 え る。 果を分かりやす く表現す
る 。

3単 元の基本の学習 と発展的 な学 習.補 充的な学 習の展開の概要

基本の学習(9時 間)

①②T電 機 工場 の部 品を見て、生産の様子 に着 目 して学 習問題 を設 定す る。(2時 間)

〔学習問題 ・わたしたちのまちにある電 機瑚 では・どのようにして部品をつく・ているのだろう.闇

③部 品を見て、T電 機 工場 の追究 の視 点をつ くる。(1時 間)

写 材 叫 は 、どこから来 るのか 。{他地 域とのつなが り)工 働 く人 はどの ような工 失や努 力 をしているのか 自(工夫 や舅 力ゴ

イ つくられた部 品 はどこへ行 くのか。(他地 域 とのつながり〕 オ つくられた部 品や製 畠 は 、私たちの生 活にどのように世 立って

ご～ どのようにLて つくってL、るのか。(生産の 工程}い るのか。(生活 とのかかわ り}」

④ ⑤T電 機 工場 を見学 した り、資料 を活用 した りしなが ら調 べ る。(2時 間)

⑥ 材 料の入 季先や部 品の出荷 先につい て調ぺ る。(1時 間)

⑦T電 機工場の部 品づ く りの疑似体験 を し、働 く人の 工夫や努 力を予想す る。(1時 間)

⑧T電 機 工場のMさ んの話 を聞 き、働 く人の工夫や努力 について考 える。(1時 間)

⑨T電 機 工 場 の キ ャ ッチ フ レー ズ をつ く り、 これ まで の 学習 の ま とめ をす る。(1時 間)

評価1=基 本の学習における観点別学習状況の評価の総括を実施する。

◆「十分満足できる状況(A)」「おおむね満足できる状況{B)」「努力を要する状況(C)」と判断する障に重視する評価の視点
A:調 査 は終 了し、キャッチフレーズやその理 由 において、社 璽 的事 象を多面 的 にとらえ、概 念 化できている。{発脹 的な学 習 へ)

B:調 査 は終 了しているが、キヤツラフレーズの理 由において、品質 に関 蓮 した生産 の工 夫 についての記述 が不十分 である。

(補充 的 な掌 習 へ)

O:生 産 の様 子 について調 べていない追 究 の禎 点があったり、調 べた内容が 不 十分 であrコたりする試 補 充的 な学 習へ)◇ ◇
発展的な学習(5時 間) 補充的な学習(5時 間)

概要・T電 機 工場で働 く人の仕事の特 色を、多

くの事象か ら考 えるために、新 たな迫究

の視 点をっ くり調査活動 を行 う。

概要:基 本 の学習 にお いて設定 した追 究の 視

点 に基づ いて 、再度、T電 機 工揚 の調

査活動 を行 う。

①T電 機 工場 で働 く人 の仕 事 につ いて 、VTR

や 写真 資料 を見て 、新 た な追 究 の視 点 をっ く

り、 学習計 画 を立 て る。(1時 間)

①T電 機 工場 の見 学 ・調 査 で不十分 な 点 を、教

師 が 児 童 に シール で 知 らせ て 追 究 の 視 点 を

明確 に し、学習 計 画 を立 て る。(1時 間)
ド ー■

カ 工場 が 馬込 に移 転 した理 由(立 地条 件}

キ 住 宅地 の環境 を配 慮 した生産 〔生 産 の工 夫)

ク 金 型の舐 作 ・保 管(販 売 の工夫)
㌧ 」

'、

活 動 目標=基 本 の学 習 のアーオの迫究 の蜆 点 について

不 十分尊ものを調 ぺよう.

(キャッチ7レ ーズを再 度つくることを教 える。}

②T電 機 工 場 を見学 して調べ る。(1時 聞)

③ 調 べ た こ とを整理 し、工場 の 自慢 キ ャ ッチ フ
レー ズ をつ くる。(1時 間)

④ 作成 した2つ の 工場 の 自慢 キ ャ ッチ フ レー ズ

を 見比 べて 学習感想 を書 く。(1時 間)

⑤ 報 告 会 で工 場の 自慢 キ ャ ッチ フ レー ズ を発 表

し合 う。(1時 間)

㌧'

②T電 機 工 場 を見学 して調 べ る.(1時 間)

③調 ぺ た こ とを整 理 して、工場 の 自慢 キ ャ ッチ

フ レー ズ をつ くる。(1時 間)

④ 作成 した2つ の 工場 の 自慢 キ ャ ッチ フ レー

ズ を見比 べ て学 習感想 を書 く。(1時 間)

⑤報 告会 で工 場 の 自慢 キ ャ ッチフ レー ズ を発

表 し合 う。(1時 間)

評価2=発 展的な学習と補充的な学習における観点別学習状況の評価を加味して、単元の評価の総括を実施する.
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4発 展的な学習 と補充的な学習にお ける児童の反応 と評 価の実際

展 な愚 におIAIの'Ilsぴ

〈9時 間 目 〉

◆まとめの作 品づくり

(工 場の 自慢 キャッチフレーズ)

みんなを思 って

生み出す商品

ル ミニ ウム を選 び.金 型

れ ぽ い けな いか ら、同 じ ・

形 の 部 品 を た く さ ん つ

く れ る金 型 が あ る と便

利 で あ る。

評 価1

■作 品 分 析

(思 考 ・判断 〕

<一 の 部 分>

O材 料 へ の こ だ わ

り、翻品 の製 作 に

あ ワ た 道 具 づ く

り等 、生産 の 特 色

を とら えて いる。

<一 の 郁 分>

O品 質 の よ い製 品

を 大 量 生 産 す る

た めの 、工 場 の仕

事 の 工 夫 と い う

と が 概 念{ヒ で

き てい る.

★ 基 本 の 学 習 の

評 価 の 総 括

O品 質 の よい 製 品

を 大 量 生 産 す る

た め の 工 掲 の 仕

事 の 工 夫 とい う

と を 概 念 化 で

きて い るた め 、発

展 的 な 学 習 に 進

む こ とが 有 効 で

あ る と判 断 した。

〈5時 間 目 〉

◆まとめの 作 品づくり

(工 場 の 自慢 キャッ子フレーズ)

みんなを思って生み出す

商品、金型の多さは、

も しものため

◆キャッ予フレーズをづけた理 由

(略)金 型 を た く さんっ く

って い るのは 、い ろい ろな部

品 を っ く る た め も あ る けれ

ど、前 の部 品を も っ とつ くっ

て ほ しい と い う急 な 注 文 の

と劃 三、前 の金 型 が あ る と、
す ぐにつ くれ るか ら。

◆学習 感想(一 部)

工 場で は 、正 しい 部品 をた

くさんつ くる だ けで はな く

も し も部 品 の 注 文 が あ っ た

と き にす ぐ につ くれ る よ う

に、金 型 を とって お くよ うに

して い る こ とが分 か った。

発 展「的 な 学 習 で の 教 師 の 働 き か け ・追 究 の視 点 を広 げ るた めに 、新 た な 資料 を提 示 して問題 意識 を 喚起 す る。

追究する社会的事象 新たな視点 資 料
O工 場 が 目黒 区か ら大 田区 に移 転 した わ け

「

工 場移転 の理 由 昔の 馬込 の畑 の 写真

O工 場 の 音は 、 外に は 聞 こえ ないわ け 環境を配慮した生産 工場 内側 と外 側 の音

O工 場 内 にた くさん の金 型 が あるわ け 関 連 工場 の注 文 に応 じた生 産 多 くの種類 の金型 の写真

(2)補 充的な学習にお けるB児 の学び
.」.」 占

1基 本 の 学 習1:・

　

!

ll
1

・5つ の 追 究 の視 点 につ いて の

見 学 ・調 査 を終 了 して いな い

が 、工 場 の 自慢 キ ャ ッチ フ レ'.
一 ズ をつ くる

.

〈9時 間 目 〉

,◆ ま とめ の 作 品 づ くり

{工 場 の 自慢 キャッチフレー ズ)

,

姿

.

:

昌

昌

・・』片 」 評 価1一 へ'・

■作 品 分 析

(思考 ・判 断}

Oキ ャ ツチ フ レー

ズの 理 由 に、 生

産 の 工夫 や 働 く

人 の 様 子 につ い

ての 記述 が され

、 てい な い。.

,補 充 的 な 学 習,
・些 本 の学 習 と同 じ迫 究の 視点 で 、2回

目の 見学 ・調 査 を行 った 後 、工場 の 自

慢 キ ャ ッチ フ レー ズを つ くる。

◆ ま とめ の 作 品 づ くりく5時 間 目 〉

(工 場 の 自慢 キ ャッチ フレー ズ)

A

Ψ

一 評 価2-一

■作 品 分 析

{思 考 ・判 断〕

O働 く人 が 品 質 の

よい 製 晶 をつ く

るた めに 工夫 や

努 力 を してい る

こ とを とら え る

こ とが で きて い

る.

賄 し大変、M髄 」

て 、

る 。

◆ キャッ子フレーズ をつ け た 理 由

金 型 を っ く り 、プ レス 機 に は め て
;匿★ 基 本 の 学 習 の 「

騨 価 の 総 括

O基 本 の学 習 の5

つ の 追 究 の視 点

につ いて 、追 窄

内容 に不 十 分 な

も の が あ る た

め、「努 力 を要す

る状 況 」 で あ る

と とら え 、補 充

的 な 学 習 に進 む

こ と が有 効 で あ

る と物 断 した。
㌧一'

いろいろMさ ん
'

,.

★単 元 の 評 価 の

聡 括

O生 活 の 中 での 製

晶 の 存在 を意 識

す る と と もに 、

仕 事 の 工 夫 を と

らえ る こ とが で

きた ので.「お お

む ね 満 足 で き る

状 況 」 と判断 し

た。
L

◆ キャゥチ7レーズ をつ けた 理 由

Mさ ん は 、 い ろ い ろ な 機

械 を 使 うか ら、「い ろ い ろM

さ ん 」 に した 。 例 え ば 、 使

:っ て い る 機 械 は 、 プ レス 、
'金 型 な ど だ

っ た 。

部品 をつ くる。旦j亘」乙を繰 り返 し

きちんとした部品をっ くってい

◆学 習感 想(一 部)

部品を見た ときは、何をつ くって
いる工場か分か らなかったけれ ど、

見学 に行 って電 光掲 示板の枠 をっ

くっていることが分かった孕学校の

近 くにあ る環状 七号腺 に も電光掲

示板があった。
..、..

.

哨「一 一一』
'

一

、

i・ 基本 の学 習 の5つ の追 究 の棍 点 の中 で 、未 解 決 の 追 究の 視点 に シー ル を貼 り、解 決 の た め に使

iう 文 章 盗料 と して 「町 工場新 聞 ・翫1」 と 「町工 場 新 聞 ・号 外 」を発 行(前 回 の 内容 を分 か り
やす く し、 ひ らが な を多 め に使用}し 、 児 童の 主 体的 な 学習 が 行わ れ る よ うに した.

・f調べた こと を次時 の 見学 で 、融師 と一緒 に碓 か め よ う1」 と工場 見学の め あて を 明確 に した。

1補 充的 な学習 での'

教師の働 きかけ

!

,一

、
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事例3

知識 を増 や し、 関連性 を考 え る発展 的な学 習 くつなlfる発最〉と追 究す る内容 を充実 す る

補 充的 な学 習 を取 り入れ た 事例 一 第6学 年 単元名r世 界に歩み出した日本」(10時 間)一

1単 元の 目標

立 憲政 治 の確 立、日清 ・日露 戦争 、産 業 の発 展 、条約 改正 、科 学 の発 展 な どに つい て興 味 ・

関心 を もち、年 表や絵 、 文章 、統 計 な どの資料 を効 果 的 に活 用 して調 べ る ことに よ り、我 が

国 の 近代 化 に貢 献 した人 々 の業績 と我 が 国の国 際的 地位 の向 上 とを関連 付 けて考 え 、国 力が

充 実 した こ とを理解す る。

2単 元の観 点別 評価規 準

社 会 的 事魚 への 関 心 ・意 欲 ・態 度 社会的な思考 ・判断 観 察 ・資 料 活 用 の 拉 能 ・表 現 杜 会 的 事 象 に つ い て の 知 職 ・理 解

O我 が国が外国に認められた O我 が国の国力が充実 O資 料 を活 用 し、我 が国 O立 憲 政 治 の 確 立 、 日 溝 ・日露 戦

歴史的事象や人物の業績に し、国 際 的 地位 が 向 上 が外国に認め られた 争 の勝 利,外 交 の努 力 、科 学 の

関心 を も ち、 意 欲 的 に 調べ して い った 様 子 を、歴 こ と に か か わ る 歴 史 発 展 な ど を通 して 、我 が 国 の 国

よ う と し て い る。 史的事象や 人物の業 的事象や人物の業績 力 示 充実 し、国際 的 地 位 が 向 上

績 と関連 付けて考 え につ い て 調 べ 、分 か り した こ とを理 解 す る。

る 。 や す く ま とめ る。

3単 元の基本の学習 と発展的な学習、補充的な学習の展開の概要

基 本 の学 習(9時 間)

① ノル マ ン トン号事件 の風 刺 画 か ら不 平等条約 を知 り、学習 問題 を設 定 す る。(1時 間)

学 習問題=条 豹改正のために日本はどのように発展し、外国に認められるようになったのだろう。

② 学習 問 題 に対す る答 えを予想 し、追 究 の視 点 を明確 に して学習 計 画 を立て る。(1時 間)

ア 法律が整ったり、蔵治のしくみが窺わったりしたのではないか。

イ 強い軍隊ができて、戦争に勝ったのではないか。
ウ 産巣が発展し、国が金持ちになったのではないか.
工 技術力が伸び、新しい発見や発明をしたのではないか。

オ ねばり強く交沸したのではないか。

③ 自由民権 運動 と国会 開設 、大 日本帝 国 憲法 の発 布 を調 べ る。(1時 間)

④ 日清 ・日露戦 争 を調べ る。(1時 間)

⑤ 軽 工 業の発 達 と八幡 製 鉄所 の設 立 か ら産業 の発 展 を調 べ る。(0,5時 間)

⑥ 野 口英世 らの科 学者 の活 躍 を調べ る。(O,5時 間)

⑦ 陸奥 宗光 や小村 寿 太郎 の 条約 改正 に 向け た努 力 につ い て調 べ る。(1時 間)

⑧ 近代 化の 一方 で起 きた朝鮮 や 中国 の損 害等 を調べ る。(1時 間)

⑨ ま とめの 作 品づ く りをす る(2時 間)

評 価1:基 本の学 習における観点別学習状況の評価の総括を実施する。

◆ 「十 分 滴 足 できる状 況(A)」 「お おむ ね 病 足 できる状 況{B〕 」「努 力 を要 す る状 況{c)jと 判 断 す る際 に 重 視 する評 価 の 視 点

A:歴 史 的 事 実 を多面 的 にとらえて概 念 化でき、畜とめの 作品 づくり郎絡 わっている。(発展 的 な学 習 へ)

B=歴 史 的 事 実 を確実 にとらえていて、まとめ の作 品 づくりが終 わっている。(発展 的 な学 習 、また は、補 充的 な学 習 へ)

歴 史 的 亭 実 を多面 的 にとらえ、概 念 化 できて いるが 、まとめの 作 品 づくりがまだ絡 わ っていない。〔補 充 的な学 習 へ)

C=歴 史 的 事 実 のとらえ方 が不 十分 だが、まとめ の作 品 づくりは終 わっている。(補 充 的 な学 習へ 〕

歴 史 的 事 実 の とらえ方 が不 十 分 で、まとめ の作 品 づくりも終 わっていない。(補充 的 な学 習 へ}

o u
発 展的 な学 習(1時 間) 補 充的 な学 習{1時 間)

概要=当 時 の発 明家 で あ る豊 田佐 吉 につ いて

調 べ 、 日本 の軽 工業 の発 展や発 明 の 実

績 と我 が 国の 国際 的地位 の 向上 とを関

連付 けて考 える。

慨要=ま とめの作 品 を、付 せ ん紙 に書 かれ た

教 師 の ア ドバ イ ス を も とに仕 上 げ た

り、修 正 した りす る。

r■

学習問題=この時代における豊田佐吉の棄績について
調べよう。L」

r■

活 動 目標:基 本 の学 習 のア鮒オの追 究 の視 点 につい て

、 不 十 分 なものを調 べよう。 」

① 豊 田佐 吉の人物 像を調べ る.

② 豊 田佐吉 の業績 と、我 力咽 の国際的地位の

向上 とを関連 付 けて考 える.

① 付 せ ん紙 に書 かれ て い る ことを も とに 引

き続 きま とめの作品づ くりを行 う。

② 終 わった児童 か ら順次 、発展 的 な学習 を行

う。

評 価2:発 展的な学晋と補充的な学習における観点別学習状況の評価を加味して、単元の評価の総括を実施する。
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4発 展的 な学習 と補充的 な学習にお ける児童 の反応 と評価の 実際

(1)発 展的な学習にお けるA児 の学び

基 の学習
〈9時 間 目〉

◆まとめの作 品づくり

(時 代 パンフレット)

O歴 史 的事 実 をとらえる
・大 日本 帝 国憲 法 を つ く

り、ア ジア で初 の憲 法 を

も った 国 とな った。
・軽 工 業 が発展 し、生 糸

の輸 出が世界 一 とな っ

た。
・日清戦争 と 日露戦 争 に

勝 利 し、欧米 の植 民地

の 人 た ちを勇 気づ け た。
・陸 奥宗 光 や 小 村 寿 太 郎

は 、条約 改正 の た めに力

を尽 く し、成 功 させ た。

O時 代 の特 色を考える
・この ころは 、我が 国 が

様 々 な面 で 発 展 し、近

代 化 した こ とで 、欧米

か ら認 め られ て条 約 改

正 をす る こ とが で きた

時 代 だ。

評 価1

■ 作 品 分 析

{知臓 ・理 解)

<一 一 の 部 分>

O我 が 国 の 政 治 や

産 業 が発 達L国

力 が あ が っ た こ

とや 条 約 改 正 の

た め に 力 を 尽 く

した 人 の 働 き を

と らえ て い る。

偲 考 ・判 断)

<一 の 部 分>

O日 本 の 近 代 化 に

よ って 条約 改正 で

き た こ とを と らえ

てい る。

★基本 の学 習 の

評価 の総括
O歴 史的事実を的
硅に把握 し.近代

化 と 条 約 改 正 と

を 結 び 付 け て 時

代 の 特 色 を と ら

え る こ と が で き

て い るた め、発 展

的 な 学 習 に 進 む

こ とが 有 効 で あ

る と判 断 した。

発展的 な学習

〈1時 間 目〉

◇豊 田佐 吉の学 習ワーク

シートへの記述

歴 とらえる

評 価2

■ ワークシートの 分 折

(知識 ・理 解}

<一 の 部 分>

O豊 田佐 吉が発 明 した動

力 織 機 の 性 能 の 良 さ

と、外 国 で も認 め られ

広 く使 われ た こ と を と

らえてい る。

(思考 ・判 翫)

〈 一 の 部 分>

O日 本 の近 代化 の進 展 に

果た した豊 田佐 吉 の役

割 に っ い て 考 え て い

る。

★ 単 元 の 評 価 の 総 括

O基 本 の学 習 で と らえ た

時代 の特 色 と発 展的 な

学習 で 学ん だ内 容 とを

関連 付 けて 考 え る こ と

がで きた.

OA児 は、発 展的 な 学 習

の後 で、豊 田佐 吉 の 伝

記 を読 み 、近 代化 の 進

展 に果 た した 人物 に対

す る興 味 ・闘 心 も 高め

る こ とが で きた。

か で の の か け

・∫発明jと い う面 か ら この時代 に活躍 した、 豊 田佐 吉 とい う人 物 を取 り上 げ 、資料 か ら考 えた こ とを ワー ク シー トに

記 入す る よ うにす る.
・基 本の 学習 で と らえた 時代 の特 色 と豊 田佐 吉の働 きが どの よ うに か か わ る のか を考 え、下 線 を引 きな が ら資 料 を読

む よ うにす る。

(2)補 充的な学習にお け るB児 の学 び

基本の学習
〈9時 間 目〉

◆まとめの作 品づくり

(時 代パンフレ外)

O歴 史的事実をとらえる
・すごい科学者たち

→ 野 ロ英世はや けど

を したけ どす ごい

科学者 となった.
→志賀潔は赤痢菌 を

発見 した.
→北 里柴 三郎 は破 傷

風 の治療 岳を発 見

した。

O時 代 の特色を考える
・未 記 入

評 価1

■ 作 品 分 析

(知識 ・理解)

O我 が 国 の 国 瞭 的 地

位 の 向 上 を 料 学 の

面 か ら しか と らえ

る こ と が で き て い

な い。

★ 基 本 の 学 習 の

評 価 の 総 括

O歴 史 的 事 実 の と ら

え 方 も不 十 分 で 、ま

と め の 作 品 も 終 わ

っ て い な い た め 、

「努 力 を 要 す る 状

況 」と とら え、補充

的 な 学 習 に 進 む こ

と が 有 効 で あ る と

判 断 した、

補充的な学習 評 価2

■ 作 品 分 析

(知博 ・璋解)〈 一 の部 分>

O歴 史的 事実 を 科 学の 発 展

と国力 の充 実 の2つ の面

か ら とらえて い る、

(思考 ・判 断〕〈=の 部 分>

O我 が国の 国際 的地 位 の 向

上 を關連 付 けて 考 え る こ

とと、 ま とめの 作晶 を亮

虚 させ る こ とが で き てい

る。

★ 単 元 の 評 価 の 総 括

O我 が 国 の国際 的 地 位 の 向

上を とらえ る こ とがで き

たの で、「お おむ ね満'足で

きる状 況 」 と判 断 した。

的 な で の の か 「

・作 品 〔時代 パ ン フ レ ッ ト)の 内容 と して、 書 き加 えて ほ しい ところ 、修 正 して ほ しい とこ ろに付 せん 紙 をは る。

〈例 〉 「野 口英 世 が どの よ うなす ごい こ とを した の かを詳 しく書 くよ うに しよ う。」

「他 に 日本 が外 国か らす ごい と思 われ た よ うな こ とはな か ・った か 、 も う一度 調 べて み よ う。」

・机 間 指 導 を しなが ら、 どの資 料 の ど こを謡 めば よいか を助言 す る。
・「日本 はOOを して △ △ な国 に なっ た か ら、外 国 か ら◇Oと 思 われ る よ うに な っ た。tと い うよ うな 文型 で ま とめ を

書 く よ うに助 言す る。
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V成 果 と 課 題

1個 に応 じた発 展 的 な 学 習 と補 充 的 な学 習 の 在 り方 に つ いて

「社 会 的 事 象 の 意 味 を 主 体 的 に 考 え 、 公 正 に 判 断 す る 力 」 を 育 て るた め の 、 個 に 応 じ

た 発 展 的 な学 習 と補 充的 な学習 を構 想 す る視 点 を、内容 面 に着 目 して設 定 した こ とに よ り、

発 展 的 な学 習 と補 充 的 な 学 習 の 学 習 過 程 にお け る位 置 付 け 方 が 明 確 に な っ た.

この こ とに よ り、 実践 にお い て 、ね らい に即 した 学 習活 動 を展 開 す る こ とが で き 、 育 て

た い 力 の 育 成 に迫 る こ とが で き た。 ま た、児 童 が 、基 本 の学 習 か ら、 発展 的 な 学 習 か 補 充

的 な学 習 の ど ち らの 学 習 に 取 り組 ん だ 方 が 有 効 で あ る か 判 断 す る場合 に、児 童 の 「学 習

到 達 度 の違い1だ けではなく、「学習速度の違い1に も十分に着目して判断 していくことが、教師の役割

と して 重 要 で あ る こ とが 明 らか に な っ た.

補 充的 な 学 習 に つ い て は 、社 会 的事 象 の意 味 を 主 体的 に考 え る上 で必要 な 「具体 的 な こ

とが ら(事 実)」 を確実に理解す ることに重点を置いたが、 より概念的な知識へ と練 り上げて社会的

事 象の意味を とらえさせ るための学習の在 り方や教師の手だてを検討 していく必要がある.

2個 に 応 じた 発 展 的 な 学 習 の 指 導 モ デ ルの 開 発 に つ い て

個 に応 じた発展 的 な 学 習 の指 導 モデ ル の 開発 を試 み た こ とに よ り、学 習 内容 の分 析 や 授

業 づ く りの 方 向性 を明 確 にす る こ とが で き、学 習 のね らいや 単 元 の特性 に応 じた学 習 計 画

を作成す ることができた。 また、単元の途中で発展的 な学習 と補充的な学習へ複線化す る際 に、基本

の学習における観点別学習状況 の評価の総括において 「重視す る評価の視点」を明確に した こ とによ

り、児童 の学習状況 を適 切 に評 価 す る こ とがで きた。

指 導 モ デ ル の 単 元 展 開 の 方 法 につ い て は 、例 え ば 、 下 図 の よ うに 、 単元 の 「導 入 の場

面 」 で 、発 展的 な学 習 の 追究 の 視 点 や 方 法 も明 らか に して追 究 の 見通 しを もたせ 、随 時 、

形 成 的な評価 を行 い なが ら単 元 の基 礎 ・基本 が十 分 に身 に付 い て いる児童か ら、発展的な学

習に取り組んでいくような形態も考えられる。今後、このように柔軟で効果的な単元展開の方法についても研

究開発 してい くことが重要である。

【基 本 の 学 習 の 「導 入 の 場 面 」 で 一 発展 的 な 宇 習 の 見 通 し を も っ 単 元 の 展 開 例]

rt転 雁 応 用 さ せ 描 免 農 的 な 掌 習 く 生 か す 軸 農,」
第3学 年 単元名 「むか しの くらし」(9時 間)

幕 本 の学 習 く導 入 〉… 発 展 的 な 孚 習 の 見 通 し を も つ(2時 間)
① ・七 輸 を使 って い る糧 子 遊 写互 で 観 察 し、 気 付 い た こ とや 疑 問 に つ し、て話 し合 う.

・普 の洗 濯 の糠 子 を写 真 で 盟寮 し 、氣 付 い た こ とや 疑 問 にっ い て 話 し合 う.
(学 習 間 題;宙 い 道具 費 使 って い た 一 る、 人 環 は と の よ う に生 活 して い たの だ ろ う.)

② ・逼 究 の 祖 点 遊 明確 に して 、 掌 習 計 画 を立 て る 、
(ア 厘 い万 イ 道 貫 の 工 吏 ウ 僅 って いた 一 ろ の 様 子 工 使 って い疋 人の 琶 え)

・最 初 に七 輪 につ いて 調べ 、終 わう た ら洗 湿板 につ いて 調べ る}と を確 騰 ず る。

ひ
・七 際 に使 い 、 気fえ た こ と を話 し う。

「七 輪 の名 人 」 か ら 、 使 い方 や 使 って い た こ ろの 様子 な どを 聞 き とる 。

⑥ ～⑦ ・七 輸 に つ い て 、追 究 の 視 点 に モ って塀 べ る。
・調 べ た こ とを這 具 カー ドに ま とめ る.
・七 輸 に開 す る道 具 の愛 遷 に つ い て 、道 具 カ ー ドに ま と め る、
・道 具 ヵ 一 ドを並 べ て運 具絵 年畏 をつ く り、生括 の変 化につ いての キャ ヅチ プ レー ズを

=基 本 の 学 習 に

す る 。

◇ 「十 分 調 足 で 轡 蚤 収 堺 くA,」 「…慰 弼 む ね 髄 足 で 春 看 吠 況 くB〕 」

1醒5只 くo)」 と 判 断 す 轟 螺 に 腫 闘vも 脚 面 の 禍 点

A=坦 究 の 複 点1}†Ctτ 胴eMわ り.

ヨ陰 的 事 澱 を ■ 薗 曲 辱ζ と ら え 覧

P;淵 撃巴の 閥 点1† κ τ1澗iV1晦 わ=τ い も が 、 キ ャeヲ 」づ レ ー ズ Φ 電艮拠Ptl(十 分

■yあ も.(禰 死 的 む¥堺 へ 〉

こつ い て 、 の で
・調 べ た こ と を 道 具 カ ー ドに ま と め る 、
・涜 湿 板 に 関 寸 る 道 具 の 憂 遷 に つ い て 、 道 具 カ ー ド

に ま と め る.
・七 輪 と 洗 湿 板 に っ い て 帽 べ た 内 容 を 比 較 ・開 遮 さ

せ て 、 分 か っ た こ と や 考 え た こ と を ま と め る.
・道 具 紛 年 褒 に カ ー ドを 追 加 し 、 生 活 の 焚 化 に つ い

う 一 つ 考 え る.
2;■biRfi勺 な 子・習

を す る 噛

来
随

価
す
る

・再 の

そ ・っ て 調 べ る.
・ キ ャ ッ チ プ レ ー ズ を

f乍成 す る 。
・ キ ヤ ッ チ フ レ ー ズ を

作 成 し 直 し た り 、 そ
の 根 拠 を 明 ら か に し
た
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